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1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
3
月
1
日
に

は
「
満
洲
国
」
の
建
国
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
9
月
に
は
「
日
満
議
定
書
」
が
調
印

さ
れ
て
満
洲
国
の
国
防
は
、
わ
が
国
が
担

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
防
の
第

一
線
は
、
満
洲
と
ソ
連
、
あ
る
い
は
外
蒙

古
の
国
境
線
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
わ
ず
か
1
年
前
ま
で
は
、

対
ソ
連
の
予
想
戦
場
の
中
心
に
な
る
の
は

ハ
ル
ピ
ン
付
近
で
す
か
ら
、
た
い
へ
ん
な

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　「
兵
備
改
善
案
」
で
取
り
組
ま
れ
た
の

は
、飛
行
隊
、戦
車
隊
、高
射
砲
隊
の
増
強
、

化
学
戦
学
校
の
新
設
、
そ
の
他
の
応
急
的

な
手
当
て
ば
か
り
で
し
た
。
化
学
戦
学
校

は
地
名
を
つ
け
た
習
志
野
学
校
で
す
。
1

9
3
5
（
昭
和
10
）
年
か
ら
は
、「
航
空
防

空
緊
急
充
備
計
画
」
の
実
行
を
始
め
ま
す
。

■
昭
和
8
年
の
航
空
拡
大

　
ち
ょ
っ
と
時
計
の
針
を
戻
し
ま
す
。
1

9
2
5
（
大
正
14
）
年
に
は
偵
察
、
戦
闘

の
各
11
個
中
隊
、
軽
爆
、
重
爆
の
各
2
個

中
隊
の
合
計
26
個
中
隊
が
陸
軍
航
空
の
全

勢
力
で
し
た
。
そ
れ
が
1
9
3
3
（
昭
和

8
）
年
に
は
偵
察
12
個
、
戦
闘
14
個
、
軽

爆
6
個
、
重
爆
4
個
の
合
計
36
個
中
隊
に

な
り
ま
し
た
。
重
・
軽
爆
の
比
率
が
上
が

り
ま
す
。

　
飛
行
聯
隊
の
数
は
内
地
・
台
湾
8
個
、

1
個
気
球
隊
だ
っ
た
も
の
に
、
関
東
軍
飛

行
隊
（
司
令
部
新
京
）
と
し
て
飛
行
第
10

聯
隊
（
偵
察
3
個
中
隊
・
チ
チ
ハ
ル
）、

飛
行
第
11
聯
隊
（
戦
闘
4
個
中
隊
・
ハ
ル

ピ
ン
）、
飛
行
第
12
聯
隊
（
軽
、
重
爆
各

1
個
中
隊
・
新
京
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
爆
撃
が
重
視
さ
れ
て
き
た
の
で
爆
撃
専

修
の
浜
松
飛
行
学
校
が
創
設
さ
れ
、
少
年

航
空
兵
募
集
が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
昭

和
8
年
1
月
で
し
た
。

■
昭
和
10
年
の
航
空
廠
新
設

　
陸
軍
航
空
廠
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
本
廠

の
他
に
各
地
に
支
廠
が
で
き
ま
し
た
。
器

材
の
補
給
修
理
、
燃
料
弾
薬
の
補
給
業
務

が
増
え
た
た
め
で
す
。
陸
軍
航
空
技
術
研

究
所
も
設
け
ら
れ
、
こ
う
し
て
補
給
・
技

術
の
両
官
衙
が
航
空
本
部
に
所
属
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
も
増
え
ま
す
。
熊
谷
陸
軍
飛
行
学

校
、
同
航
空
技
術
学
校
（
現
・
埼
玉
県
入

間
市
）
も
開
校
し
ま
す
。
軍
隊
で
は
飛
行

団
司
令
部
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
は

ま
だ
教
育
練
成
上
の
指
導
機
関
で
し
た
。

　
飛
行
中
隊
数
は
54
個
中
隊
に
増
え
て
い

ま
す
が
、
各
師
団
長
や
軍
司
令
官
の
下
に

あ
っ
た
の
は
前
に
書
い
た
通
り
で
す
。
飛

行
聯
隊
は
通
し
番
号
で
16
個
に
な
り
ま
し

た
。

■
昭
和
11
年
、
新
軍
備
充
実
の
か
け
声

　
こ
の
年
、
8
月
に
東
京
に
航
空
兵
団
司

令
部
が
で
き
ま
す
。
兵
団
司
令
官
は
天
皇

に
直
隷
す
る
高
い
地
位
を
も
ち
、
内
地
の

飛
行
部
隊
を
統
一
指
揮
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
帝
国
国
防
方
針
や
用
兵
綱
領
が

裁
可
さ
れ
、
兵
力
量
も
決
定
さ
れ
ま
す
。

陸
軍
兵
力
は
戦
時
50
個
師
団
及
び
航
空
1

4 

2
個
中
隊
で
し
た
。
地
上
戦
力
は
動
員

を
し
て
常
設
師
団
か
ら
次
々
と
特
設
師
団

を
生
み
だ
し
ま
す
。
だ
か
ら
平
時
と
戦
時

の
差
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
航
空
部

隊
は
開
戦
と
な
っ
た
ら
即
戦
闘
に
参
加
と

い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
1
4
2
個
中
隊
は

平
時
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
以
後
、
陸
軍
航

空
は
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
て
、
そ
の
実

力
を
増
し
て
ゆ
き
ま
す
。

■
空
地
分
離

　
こ
れ
ま
で
は
飛
行
聯
隊
と
い
う
単
位
で
、

飛
行
組
織
と
支
援
組
織
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
「
飛
行
戦
隊
」
と
い
う
パ
イ

ロ
ッ
ト
や
空
中
勤
務
者
を
中
心
に
し
、
わ

ず
か
な
整
備
員
だ
け
を
も
っ
た
飛
行
専
門

部
隊
と
、「
飛
行
場
大
隊
」
と
い
う
地
上
勤

務
部
隊
に
分
け
た
の
で
す
。1
9
3
8（
昭

和
13
年
6
月
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を「
空

地
分
離
」
と
い
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
飛
行

戦
隊
は
飛
行
場
か
ら
飛
行
場
へ
と
自
在
に

飛
び
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
飛
行
戦
隊
長
は
大
佐
、
も
し
く
は
中
佐

が
指
揮
を
執
り
3
個
中
隊
と
本
部
で
す
。

戦
闘
機
な
ら
12
機
で
編
成
さ
れ
、
将
校
6

名
と
下
士
官
な
ど
63
名
が
定
員
で
し
た
。

航
空
地
区
司
令
官
も
大
・
中
佐
が
任
じ
ら

れ
、
お
お
よ
そ
4
個
の
飛
行
場
大
隊
（
中・

少
佐
）
が
あ
り
ま
し
た
。
飛
行
場
大
隊
は

整
備
中
隊
（
整
備
小
隊
・
修
補
小
隊
、
1

9 

0
名
）
と
警
備
中
隊
（
3
個
警
備
小
隊・

高
射
機
銃
小
隊
・
高
射
機
砲
小
隊
、
2 

3

4
名
）
に
な
り
ま
す
。
飛
行
団
（
少
将
）

は
4
個
飛
行
戦
隊
と
航
空
地
区
司
令
部
と

い
う
よ
う
に
、
飛
行
部
隊
と
地
上
支
援
部

隊
で
成
り
ま
し
た
。

　
飛
行
集
団
（
中
将
）
で
は
3
個
飛
行
団

と
航
空
情
報
隊
、
航
空
通
信
聯
隊
が
ぶ
ら

下
が
り
、
飛
行
集
団
長
直
轄
の
飛
行
戦
隊
、

飛
行
場
大
隊
も
あ
っ
た
の
で
す
（
昭
和
16

年
）。

■
極
秘
の
「
航
空
部
隊
用
法
」
と
「
航
空

撃
滅
戦
」

　
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
10
月
、
陸
軍

航
空
本
部
か
ら
軍
事
極
秘
と
し
て
「
航
空

部
隊
用
法
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
14
回
）

陸
軍
航
空
の
話
⑵荒

木
　
肇
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1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
の
「
統
帥
綱
領
」

の
航
空
版
と
い
う
べ
き
も
の
だ
と
熊
谷
直

氏
（
元
空
将
補
）
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
上
作
戦
へ
の
協
力
や
政
戦
略
的
な
爆
撃

に
つ
い
て
も
言
及
は
し
て
い
る
も
の
の
、

や
は
り
敵
航
空
勢
力
の
撃
滅
こ
そ
が
陸
軍

航
空
の
目
標
な
の
だ
と
い
う
姿
勢
が
明
確

で
す
。
そ
こ
が
艦
隊
決
戦
に
参
加
し
て
戦

艦
の
弾
着
観
測
、
敵
艦
へ
の
雷
撃
に
こ
だ

わ
り
、
戦
略
爆
撃
に
も
努
め
よ
う
と
す
る

海
軍
航
空
と
は
異
な
っ
た
路
線
で
し
た
。

■
偵
察
機
を
重
視
す
る
陸
軍
航
空

　
陸
軍
航
空
隊
に
は
司
令
部
偵
察
機
、
軍

偵
察
機
、
直
協
偵
察
機
と
い
う
3
種
の
偵

察
機
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も
戦
後
の
定

説
で
は
、
陸
軍
の
情
報
軽
視
と
か
偵
察
へ

の
関
心
が
薄
か
っ
た
か
の
よ
う
な
こ
と
が

言
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
と
い
え
ば
、「
陸

軍
現
用
主
要
飛
行
機
定
義
（
昭
和
12
年
）」

に
よ
れ
ば
、
司
令
部
偵
察
機
は
「
航
空
高

級
指
揮
官
戦
闘
指
導
ノ
必
要
ナ
ル
捜
索
」、

軍
偵
察
機
は
「
軍
司
令
官
ノ
為
ニ
必
要
ナ

ル
捜
索
及
指
揮
連
絡
」、
直
協
偵
察
機
は

「
第
一
線
地
上
部
隊
ニ
直
接
協
働
シ
之
ニ

必
要
ナ
ル
捜
索
、
指
揮
連
絡
及
砲
兵
任
務

等
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
偵
察
機
の
系
譜
は
、大
正
時
代
の
フ
ォ
ー

ル
教
官
団
が
も
た
ら
し
た
サ
ル
ム
ソ
ン（
乙

式
1
型
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
次
に
88

式
偵
察
機
が
7
0
7
機
も
生
産
さ
れ
ま

す
。
続
い
て
92
式
偵
察
機
が
2
3
0
機
、

94
式
偵
察
機
（
軍
偵
察
機
の
初
代
）
が
生

産
数
不
明
な
が
ら
満
洲
、
北
支
方
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
97
式
司
令
部
偵
察
機
が
登
場
し

ま
す
。
こ
れ
は
民
間
型
が
「
神
風
号
」
と

し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
約
5
0
0
機

が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
飛
行
戦
隊
や
独
立

飛
行
隊
、
独
立
飛
行
中
隊
、
団
司
令
部
偵

察
中
隊
な
ど
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
92
式
偵
察
機
の
後
継
は
98
式
直
協
機
が

あ
り
約
8
0
0
機
が
生
産
さ
れ
、
94
式
は

同
じ
く
99
式
軍
偵
察
機
が
継
承
し
、
こ
れ

も
襲
撃
機
型
と
あ
わ
せ
て
1
4
0
0
機
あ

ま
り
も
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　
何
よ
り
有
名
な
の
は
、「
新
司
偵
」
と
い

う
名
称
で
親
し
ま
れ
た
1
0
0
式
司
偵
で

す
。
そ
の
快
速
と
優
美
な
デ
ザ
イ
ン
で
知

ら
れ
、
大
東
亜
戦
争
初
期
に
は
ビ
ル
マ
・

イ
ン
ド
方
面
で
敵
戦
闘
機
に
も
捕
捉
さ
れ

ず
「
空
の
通
り
魔
」
と
も
い
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
生
産
機
数
は
各
型
合
計
で
約
1 

7

0 

0
機
と
い
い
ま
す
。

　
有
名
な
1
式
戦
闘
機
「
隼
」
は
総
生
産

数
が
約
5
7
0
0
機
、
97
式
重
爆
撃
機
が

同
じ
く
1
7
0
0
機
、
99
式
軽
爆
撃
機
は

同
2
0
0
0
機
な
ど
と
比
べ
て
も
決
し
て

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
航
空
撃
滅
戦
」
に
は
敵
情
視
察
が
欠

か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
回
は
、
海
軍
航
空
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

比
較
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

地上部隊と通信筒で連
絡する98式直協偵察機

活躍した99式軍偵察機

有名な独立飛行第18中隊の
100式司令部偵察機、尾翼に
虎のマークが描かれています

戦闘機部隊を誘導する100式
司令部偵察機

ノモンハンで偵察結果を
元に鳩首する参謀と偵察
将校・94式偵察機

陸軍航空戦隊97式司令部
偵察機




